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中
国
文
学
論
集

第
二
十
九
号

鮑
之
蕙

の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩

薫

燕

碗

は
じ
め
に

鮑

之
恵

(
一
七
五
七
～

一
八

一
〇
)、
号
は
+臣
香
、
字
は
仲
姐
。
江
蘇
丹
徒
の
人

で
あ
る
。
彼
女
は
衰
枚
の
女
弟
子

の

一
人

で
あ
り
、

著

に

『
清
娯
閣
詩
砂
』
六
巻
が
あ
る
。
同
書
の
巻
頭
に
は
、
呉
錫
麟

・
法
式
善

・
呉
煩

・
李
錫
恭

・
鮑
之
鍾

の
序
文

が
あ
り
、
ま
た
巻

末

に
は
、
諸
家
の
題
辞

・
評
践
が
附
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
。

『
清

娯
閣
詩
妙
』
に
は
合
計
四
百
七
首
の
各
体

の
詩
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中

で
何
よ
り
も
特
筆

に
値
す

る
の
は
、
紀
行
詩

(旅
路

の
出
来
事
、
見
聞
、
感
想
等
を
記
し
た
詩
)
と
目
さ
れ
る
詩
が
お
よ
そ
百
五
首
を
数
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
作
は
、

彼
女

の
文
学
の
特
徴
と
し
て
、
女
流
文
学
史
の
上
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持
ち
、
ま
た
当
時

の
女
性
の
生
活

や
精
神
の
軌
跡
を
探
る

上
で
も
貴
重
な
資
料
と
な

つ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
小
稿
は
今
日
で
は
殆
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
女
流
詩
人
鮑
之
蕙

に
つ
い
て
、
そ
の
生
涯
を
概
観
し
、

そ
の
紀

行
詩
の
特
色
に

つ
い
て
分
析
し
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時

に
そ
れ
ら
の
詩
作
を
通
し
て
、
彼
女
の
旅
行

の
機
会

は
ど
の
よ
う
に
得
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
旅
の
目
的
は
何
で
あ

っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
の
か
、
と
い
っ

た
問
題

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
ら
の
作
業
を
通
し
て
、
清
代

に
お
け
る
上
流
階
級
の
女
性
の
活
動
や
生
活
、
及
び
文
学
創
作
の
実

態
に

つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
資
料
を
提
供
し
、
清
代
の
女
流
文
学
史
に
新
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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鮑
之
恵
は
士
大
夫
階
級
に
お
い
て
も
第

一
級

の
名
門
の
娘
で
あ

っ
た
。
父
は
鮑
泉

(
一
七
〇
八
～

一
七
六
五
)、

字
は
歩
江
、
号
は

海
門
。
禽
魚
花
鳥

の
画
を
善
く
し
、
尤
も
詩
賦
を
以
て
高
名
で
あ

っ
た
。
乾
隆
元
年

二

七
三
六
)、
鴻
博
に
挙
げ
ら
れ
る
も
就
か
ず
、

著

に

『
海
門
詩
鈔

』
が
あ
る
。
母
は
陳
蕊
珠
、
字
は
逸
仙
。
『
丹
徒
県
志
』
に

「陳
蕊
珠
、
…
…
八
九
歳
能
諦
父
書
、

久
之
通
経
傳
、
文

選
、
尤

工
詩

(陳
蕊
珠
、
…
…
八
、
九
歳

に
し
て
能
く
父
の
書
を
論
し
、
之
を
久
し
う
し
て
経
伝

・
文
選

に
通
じ
、

尤
も
詩

に
工
み
な

り
)」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鮑
之
恵

の
母
は
、
幼
少
期
よ
り
詩
に
長
じ
た
閨
秀
詩
人

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
陳
蕊
珠
に
は

娘

の
鮑
之
蘭

・
之
恵

・
之
芥
と
合
刻

の
詩
稿
が
あ
り
、
こ
れ
を

『
課
選
楼
合
稿
』
と
い
う
。
「
課
選
楼
」
と
は
、
鮑

果
の
蔵
書
楼
の
呼

称

で
あ

る
。
『
清
娯
閣
詩
鈔

』
巻

一
鮑
之
恵

の

「
雨
中
有
感
」
詩
に
、
「選
櫻
唱
和
何
時
績

(選
楼
の
唱
和

何
れ
の
時
に
か
続
が
ん
)」

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
彼
女
が
常
に
父
の
書
斎
で
母
と

一
緒
に
詩
を
作

つ
た
り
、
読
書
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
書
香
酸
郁
た
る
家
庭
で
育

て
ら
れ
た
鮑
家
の
娘
た
ち
は
、
父
母
の
温
か
い
薫
陶
の
下
、
広
闊
な
知
識

の
領
域
に
踏
み
入

り
、
早

く
か
ら
詩
人
と
し
て
の
素
質
を
花
開
か
せ
て
い
た
。
鮑
之
恵

は
次
女
で
、
長
女
の
之
蘭

(碗
芥
)、
季
女
の
之
芥

(溌
雲
)
と

共
に

三
姉
妹
そ
ろ

つ
て
閨
秀
詩
人
で
あ

っ
た
。
之
蘭
の

『
起
雲
閣
詩
鋭
』
四
巻
と
之
恵

の

『清
娯
閣
詩
鈔

』
六
巻
、
及
び
之
券

の

『
三

秀
齋
詩
鈔

』

二
巻
に
は
、
光
緒
八
年

(
一
八
八
二
)
の
合
刻
本
が
あ
り
、
こ
れ
を

『
京
江
鮑
氏
三
女
史
詩
鈔

』
と
い
う
.
本
稿
で
は
こ

の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
。
な
お
、
以
下
本
文
中

『
寺一言口

』
と
略
称
す
る
。

鮑
之
恵

の
兄
鮑
之
鍾
は
字
は
論
山
、
号
は
雅
堂
。
戸
部
郎
中
を
授
け
ら
れ
た
。
著
に

『論
山
詩
鋤
』
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
彼
ら

一

門
は

「
江
左
風
雅
、
葦
於

一
門

(江
左

の
風
雅
、

一
門
に
葦
れ
り
)」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時

の
江
南

で
も
指
折

り
の
文
学

一
家

だ

っ
た

の
で
あ
る
。

鮑
之
恵
は
十
五
歳
に
し
て
、
同
郷
の
張
銀

(胴
齋
)
に
嫁
し
た
。
張
鉱
は
性
格
が
個
憾

(物
事
に
拘
束
さ
れ
な
い
さ
ま
)
で
、
詩
に

工
み

で
あ
り
、
遊
覧
を
喜

ん
だ
。
彼
ら
は
し
ば
し
ば
、
仇
麗
う
る
わ
し
き
夫
婦
能
詩
者

の
代
表
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
詩

紗
』
に
は
、
鮑
之
恵
が
夫
と
共
に
作

つ
た

「
聯
句
」
(複
数

の
人
間
が
、
数
句
ず
つ
作

っ
た
も
の
を
繋
げ
て
、

一
首

の
詩
を
完
成
さ
せ

鮑
之
恵
の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩
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学
論
集

第
二
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九
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る
と

い
う
詩
の
形
式
)
の
作
品
が
十

一
首
も
残
さ
れ

て
い
る
。
夫
婦

の
間
で
、
こ
れ
だ
け
多
く
の

「聯
句
」
に
よ
る
詩
作
が
行
わ
れ
て

い
る
の
は
、
互
い
の
深
い
心
の
つ
な
が
り
と
、
詩
文
の
素
養
と
が
あ

っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

総

じ
て
言
え
ば
、
鮑
之
恵

は

「
福
慧
人
間
已
占
多

(福
慧

人
間

に
已
に
多
き
を
占
む
)」
と
言
わ
れ
る
通
り
、
人
々
か
ら
賞
賛
さ

れ
羨
望

さ
れ
る
よ
う
な
、
優
雅
且

つ
裕
福
な
生
活
環
境

の
中
で
、
詩
文
と
学
問
の
研
鑽
に
精
力
を
傾
け
た
上
流
階
級

の

一
婦
人
で
あ

っ

た
の
で
あ
る
。

二

鮑
之
恵
は
い
つ
衰
枚
の
弟
子
と
な

つ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
証
す
る
前
に
、
彼
女
が
な
ぜ
衰
枚
の
弟
子
に
な
ろ
う
と
し
た
の
か
に

つ
い
て
、
ま
ず
検
討
し
て
み
よ
う
。

鮑
之
恵
は
非
常
な
読
書
家

で
あ

っ
た
。
鮑
達
は

『
詩
鈔
』
の
評
蹟

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

姑

母
中
年
以
前
、
未
持
家
政
、
手
不
繹
巻
、
凡
課
選
櫻
、
清
娯
閣
雨
家
藏
書
、
経
閲
殆
遍
。

姑

母
は
中
年
以
前
、
未
だ
家
政
を
持
せ
ざ
る
に
、
手
よ
り
巻
を
釈
か
ず
、
凡
そ
課
選
楼

・
清
娯
閣
両
家

の
蔵
書

は
、
経
閲
す
る
こ

と
殆
ど
遍
ね
し
。

中
年

以
前
、
鮑
之
恵
は
ひ
た
す
ら
読
書
に
力
を
注
い
だ
。
そ
の
よ
う
な
彼
女
は
、
自
分
の
詩
作
に
対
す
る
評
価
を
常
に
気

に
し
て
お

り
、
名

を
成
そ
う
と
す
る
願
望
を
心
中

に
潜
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
女
は

「
三
十
未
能
名

一
技
、

半
縁
児
女
半
才
庸

(
三
十

に
し
て
未
だ

一
技
に
名
あ
る
能
わ
ざ
る
は
、
半
ば
は
児
女
な
る
に
縁
り

半
ば
は
才
庸
な
れ
ば
な
り
)」
と
詠
じ

て
い
る

(『
詩

紗
』
巻

二

「
春
暮
間
居
」
詩
)。

こ
れ
は
極
め
て
謙
遜
し
た
措
辞
で
は
あ
る
が
、
己
の
詩
才
を
ど
う
に
か
し
て
認
め
ら
れ
た
い
と
す
る

彼
女

の
心
情
を
も
強
く
読
み
取
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
女
は

「
自
分
不
才
無
過
想
、
停
鍼
間
作
硯
田
農

(自
ら
分
る
に
不
才
な

れ
ば
過

ぎ
た
る
想

い
無
し
、
鍼
を
停
め
間
か
に
硯
田
の
農
を
作
さ
ん
)」
と
も
述

べ
て
い
る

(『
詩
鈔
』
巻

二

「春
日
園
居
有
感
」
詩
)。

こ
の
詩

句
は
、
自
己
の

「
不
才
」

へ
の
嘲
笑
と
、

一
方
で
作
詩
に
没
入
す
る
自
己
を
進

ん
で
肯
定
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
と
を
共
存
さ

せ
た
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
や
は
り
後
者
の
心
情

の
方
が
よ
り
強
い
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

一74一



な
詩
を
詠
じ
た
鮑
之
恵
の
向
上
心
は
頗
る
高
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

つ
て
、
彼
女
が
当
時
の
文
壇

の
大
家
衰
枚
に
入
門
し
た
い

と
願

つ
た
の
は
実
に
自
然
な
衝
動
と
し
て
受
け
取
れ
よ
う
。

『
小
倉
山
房
外
集
』
巻
八
の

「
清
娯
閣
合
刻
序
」

に
は
、
衰
枚
が
鮑
之
恵

と
初
め
て
会

っ
た
経
緯

に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

僕
桑
楡
之
景
暮
　
、
通
家
之
宜
久
　
.
初
與
歩
江
居
士
韓
孟
聯
交
、
縫
與
雅
堂
省
郎
紀
群
作
友
。
今
歳
再
遊
天
台
、
又
得
見
票
氏

文
姫
、
劉
家
快
婿
。

僕

桑
楡

の
景
暮

に
し
て
、
通
家
の
宜
み
久
し
。
初
め
歩
江
居
士
と
韓

(愈
)
・
孟

(郊
)
の
ご
と
く
聯
交
し
、
継

い
で
雅
堂
省

郎
と
紀

・
群

(
三
国
魏
の
孔
融
と
陳
紀

・
陳
群
父
子
と
の
交
友
)
の
ご
と
く
友
と
作
る
。
今
歳

再
び
天
台
に
遊
び
、
又

票
氏

の
文
姫
、
劉
家
の
快
婿
に
見
ゆ
る
を
得
た
り
。

衰
枚
は
、
乾
隆
五
十
七
年

二

七
九
二
)
に
再
び
天
台
に
遊
び
、
そ
の
帰
途
、
は
じ
め
て
鮑
之
恵
と
張
鉱
に
出
会

っ
た
。
時
に
衰
枚

七
十
七
歳
、
鮑
之
意

三
十
六
歳
で
あ

っ
た
。
張
鉱
夫
婦
は
、
彼
に
会
え
た
光
栄
と
喜
び
の
心
情
を
伝
え
る
た
め
に

「贈

随
園
太
史
」
詩

二
首
を
作
り
、
衰
枚
に
贈

っ
た
。
更
に
同
年
の
秋
、
衰
枚
は

『
清
娯
閣
合
刻
』

の
序
文
を
書
き
、
彼
ら
に
賜

っ
た
。

こ
の

『
清
娯
閣
合

刻
』
は
、
張
銭

・
鮑
之
恵
夫
婦
の
作
品
集

で
あ

っ
た
は
ず
だ
が
、
お
そ
ら
く
印
行
は
さ
れ
な
か
つ
た
と
見
え
、
今
日

に
は
伝
わ

っ
て
い

な

い
。

今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る

『清
娯
閣
詩
鈔

』
六
巻
は
、
殆
ど
鮑
之
恵

の
作
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
以
上
の
衰
枚
の
記
述
に
は
、
衰
枚
が
鮑
之
恵
の
父
鮑
泉
、
兄
鮑
之
鍾
と
も
長

い
間
親
し
く
交
際
し
て
い
た

こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
事
実
は
、
『随
園
詩
話
』

に
鮑
泉

・
之
鍾

の
詩
、
及
び
衰
枚
と
彼
ら
と
の
交
遊
を
語
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く
収
録
さ
れ

て
い
る

こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
衰
枚
は
鮑
氏

一
門
の
人
々
と
も
、
す
で
に
相
識

の
間
柄
に
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

鮑
之
蕙

は
衰
枚
の
弟
子
に
な

っ
て
以
来
、
詩
を
介
し
て
の
交
際
を
開
始
す
る
。
乾
隆
六
十
年

二

七
九
五
)、
鮑
之
恵
は
張
鉱
と
共

に

「祝

随
園
先
生
八
十
壽
、
同
胴
齋
聯
句
」
と
い
う
詩
を
作
り
、
衰
枚
の
八
十
歳
の
誕
生
日
を
祝

っ
た
。
ま
た
、
衰
枚

も
か

つ
て
盆
栽

の
古
柏

と
、
同
じ
く
蕩
枝
、
そ
し
て

『
随
園
全
集
』
を
彼
女
に
送

つ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
対
す
る
彼
女
の
返
礼
の
詩

が
残

つ
て
い
る
。

嘉
慶
二
年

(
一
七
九
七
)、
衰
枚
の
死
に
際
し
て
、
鮑
之
恵
は

「随
園
先
生
競
辭
」

二
首

(『
詩
妙
』
巻
三
)
を
奉
じ
、

そ
の
死
を
深
く

哀
惜
し
た
。

鮑
之
恵
の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩

一75一
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第
二
十
九
号

因

み
に
鮑
之
恵

は
衰
枚
を
師
と
仰

い
だ
だ
け
で
な
く
、
当
時

の
女
流
文
学
の
理
解
者

で
あ

っ
た
王
文
治

(夢
楼
)
と
も
親
し
く
交
わ

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分

の
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
に
努
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
寺ニゴロ

』
巻
五
の

「
王
夢
櫻
先
生
朝
辭
」
に
彼
女
は

「遽
聞

蹄
浄
土
、
誰
復
指
迷
津

(遽
か
に
浄
土
に
帰
す
と
聞
く
、
誰
か
復
た
迷
津
を
指
さ
ん
や
)」
と
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容

か
ら
、
彼
女
が
王
文
治
に
も
教
え
を
請

い
、
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
鮑
之
恵

の
周
囲
に
は
、
父

や
兄

や
夫
、
師

の
衰
枚

・
王
文
治
の
よ
う
な
指
導
者

に
恵
ま
れ
、
さ
ら
に
王
芭
孫

・
趙
懐
玉

・
陸
縫
轄

・
劉
嗣
紺
な
ど
乾
嘉
の
名
士
た

ち
と

の
交
際
も
加
わ

っ
て
、
彼
女
の
文
学
的
成
長
を
助
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

三

古

来
、
旅

に
出
る
の
は
圧
倒
的
に
男
性
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
女
性
た
ち
も
ま
た
折
に
ふ
れ
て
旅
を
経
験
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
書

籍

に
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
鮑
之
恵
以
前
に
も
、
女
流
詩
人
た
ち
が
紀
行
詩
を
詠
ん
で
い
る
例
は
し
ば
し
ば
散
見

さ
れ
る
。
明

の
鍾

怪
編

纂
の

『
名
媛
詩
蹄
』

に
は
、
宋
明
時
代
の
閨
秀
詩
人
の
書
い
た
紀
行
詩
や
叙
景
詩
が
、
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。

彼
女
ら
の
旅
の
目
的
は
も
と
よ
り
様

々
で
あ

っ
た
。
寺
廟
仏
閣

へ
の
参
拝
を
兼
ね
た
名
所
巡
り
の
ほ
か
に
、
父
や
夫
に
従
い
、
そ
の

任
地

に
赴
く
才
媛
た
ち
も
い
た
。
例
え
ば
、
明
末
の
王
鳳
燗
は
、
夫
張
本
嘉
が
江
西
宜
春
県
令
の
三
年
間

の
任
期
を
終
え
、
故
郷

の
漸

江
嘉

興
ま
で
共
に
帰
る
途
中

に

「
東
蹄
記
事
」
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
、

明
末
呉
県
の
徐
媛

は
、

夫
の
萢
允
臨
が
雲
南

の
兵
部
主
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
た
め
に
、
夫
と
共
に
漠
南
に
寄
寓
し
て
い
る
。
清
代
漸
江
銭
塘

の
林
以
寧
は
、

御
史

で
あ
る
夫
の
銭
肇
修
に
従

い
、
ま
ず
洛
陽
の
任
地

へ
行
き
、
そ
れ
か
ら
北
京
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
間
に
彼
女
が
残
し
た
紀

行
詩

の
数
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
作
品
は
多
く

『
國
朝
閨
閣
詩
妙
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

矢
沢
利
彦
氏
の

『
西
洋
人

の
見
た
十
六
～
十
八
世
紀
の
中
国
女
性
』
に
は
、
当
時
の
女
性

の
活
動
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
指
摘
が

見
ら
れ

る
。

纏

足
に
よ

っ
て
女
性
は
非
活
動
的
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
女
性
を
社
会

か
ら
隔
離
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
歩
行

の
能
力
を
完
全
に
奪

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
外
出
す
る
意
志
さ
え
あ
れ
ば
、

い
く
ら
で
も
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外

出
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
西
洋
人

の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
社
会
に
お
け
る
婦
女
の
籠
居
は
特
に
目
を
引
く
現
象

で
あ

っ
た
に
違
い
な

い
。
し
か
し
、
纏
足
の
束
縛
と
社
会
か
ら
の
隔
離
と
い
う
厳

し
い
習
俗
の
中
に
生
き
た
明
清
時
代

の
女
性
た
ち
は
、
か

か
る
困
難
に
も

か
か
わ

ら
ず
、
決
し
て
家
の
中
に
だ
け
閉
じ
こ
も

っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
世
間
を
見
聞
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
自
己
を

発
見
し

て
も
い
た
の
で
あ
る
.

こ
れ
ら
の
紀
行
詩
は
、
彼
女
た
ち
の

「
自
分
史
」
で
あ

っ
た
と
い

っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ

て
、
鮑
之
恵
は

い
っ
た
い
何
歳
の
時
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
は
じ
め
て
旅

に
出
た
の
か
。

こ
の
点
に

つ
い
て
、
『
清
娯

閣
詩
妙
』

の
鮑
之
鍾

の
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

自
歳
乙
酉
、
先
徴
君
掲
館
舎
。
戊
子
春
、
予
関
服
補
官
京
師
。
途
年
、
謀
迎
養
。
…
…
+臣
香
楷
季
妹
溌
雲
、
以
壬
辰
五
月
、
奉
太

恭
人
至
京
邸
。

歳

乙
酉
(
一
七
六
五
年
)
に
自

て
、
先
徴
君

館
舎
を
掲

つ
。
戊
子

(
一
七
六
八
年
)
の
春
、
予

服
す
る
を
関

め
、
官
を
京
師

に
補
う
。
年
を
途
え
て
、
迎
え
養
わ
ん
こ
と
を
謀
る
O
…
…
葭
香
は
季
妹
溌
雲
と
借
に
、
壬
辰

(乾
隆
三
十
七
年
)
五
月
を
以
て
、

太
恭
人
を
奉
じ
て
京
の
邸

に
至
る
。

鮑
之
恵
は
乾
隆
三
十
七
年

(
一
七
七
二
)、
十
六
歳
の
時
に
、
母
親
や
妹
と
共
に
兄
の
北
京
の
官
邸
に
や
っ
て
来

て
い
た
。
『
詩
鈔
』

巻

一
の

「舟
次
天
津
登
望
海
櫻
」
・
「
玉
煉
橋
観
荷
」
・
「
九
日
登
陶
然
亭
」
・
「城
南
看
菊
」
・
「法
源
寺
看
花
」
な
ど
五
首

の
詩
は
、
彼
女

が
故
里

の
江
蘇
を
発

つ
て
、
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
頃
の
作
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら

「
舟
次
天
津
登
望
海
櫻
」
詩
を
掲
げ

て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

帆
　
西
風
糊
急
流

名
藍
彊
樟
暫
俺
留

銀
濤
晴
涯
松
門
雪

黄
霧
農
開
海
國
秋

櫻
影
暗
含
鮫
蟹
氣

鐘
聲
遙
落
鳳
麟
洲

帆
は
西
風
を
　
う
て

急
流
を

湖

り

名
藍
に
樟
を
彊
め
て

暫
く
俺
留
す

銀
涛

晴
れ
た
る
に
漉
ぐ

松
門
の
雪

黄
霧

農
に
開
く

海
国
の
秋

楼
影

暗
か
に
含
む

鮫
蹟
の
氣

鐘
声

遙
か
に
落
つ

鳳
麟
洲

鮑
之
恵
の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩
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登
高
回
望
江
南
遠

一
髪
青
山
雁
外
浮

高
き
に
登
り

回
望
す
れ
ば

江
南
遠
く

一
髪
の
青
山

雁
外
に
浮
か
ぶ

ま
ず
第

一
句
目
は
舟
が
川
を
さ
か
の
ぼ
る
ス
ピ
ー
ド
感
、
及
び
道
中

の
危
険
を
描
写
し
て
い
る
。
遠
く
旅
を
し
た
経
験

の
な
い

一
少

女
に
と

っ
て
は
、
恐
ら
く
す
べ
て
の
体
験
が
珍
し
く
、
ま
た
驚
き
で
あ

つ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
天
津
の
望
海
楼

に
登

っ
た
彼
女

の
目

に
映

っ
た
の
は
、
銀
色
に
輝
く
波
、
松
葉

に
積
も
る
白
い
雪
、
波
止
場
を
覆
う
黄
色
い
霧
で
あ
り
、
耳
に
入
つ
て
き
た
の
は
、
遠

く
か
ら
伝
わ
る
鐘
声
と
さ
ざ
波
の
音
で
あ

っ
た
。

こ
の
詩
は
彼
女
の
鋭
敏
な
感
覚
を
駆
使
し
港
市
天
津
の
特
徴
が
見
事
に
把
握
さ
れ
て

い
る
。

な
か
で
も
、
頷
聯

・
頚
聯
の
緊
密
な
対
句
は
、
彼
女
の
詩
才
の
非
凡
を
窺
う
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
末
尾

の

一
句

「
一
髪

青
山
雁
外
浮
」
は
、
彼
女
が
心
酔
し
て
い
た
蘇
軾
の

「
澄
遭
騨
通
潮
閣
」
詩
の

「青
山

一
髪
是
中
原
」

の
句
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

彼
女

は
眼
前

の
遠
望
に
よ

っ
て
、
遠
ざ
か

っ
て
ゆ
く
江
南

へ
の
郷
愁
を
心
の
中

に
呼
び
覚
ま
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。

こ
の
旅
を
終
え
て
の
ち
、
鮑
之
蕙

が
再
び
大
き
な
旅
に
出
た
の
は
、
彼
女

の
中
年
以
降
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
彼
女

の
紀
行
詩
は
、
そ

の
年
齢
別
に
分
類
す
る
と
、
年
代
不
明
十
三
篇
を
除
い
て
、
前
述
の
五
篇
を
加
え
、
二
十
歳
代
の
五
篇
、
三
十
歳
代

の
二
十
四
篇
、
四

十
歳
代

の
五
十
二
篇
、
五
十
歳
代
の
六
篇
と
な
る
。

こ
の
数
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
中
で
は
、
四
十
歳
代

の
紀
行
詩
が
全
体

の
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

な
ぜ

四
十
歳
代
の
旅
が
最
も
多

い
の
か
。
そ
れ
は
彼
女
が

「
中
餓
暫
交
新
婦
任
、
好
随
漁
艇
涯
姻
波

(中
韻

暫
く
交
せ
て
、
新
婦

に
任
じ
、
好
ん
で
漁
艇
に
随
い
て
姻
波
に
浸
か
ぶ
。
)」

(『
詩
鈔
』
巻
三

「自
題
姻
波
共
澄
小
照
」
其

一
〉
・
「塵
事
暫
交
新
嬰
婦
、
征
衣

旋
裏
善
遊
装

(塵
事

暫
く
交
す
新
嬰
の
婦
に
、
征
衣
、
旋
ち
裏
む
曹
遊

の
装
い
)」
(『
詩
鈔
』
巻

四

「胴
齋
小
住
囁

山
招
予
同
遊
、

口
占

一
律
」
詩
)
と
詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お

の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
社
会
的
に
見
れ
ば
、
子
育

て
を
終

え
、
家
庭

で
の
女

の
仕
事
を
嫁
に
委
ね
た
後
の
女
旅

で
あ

つ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
ろ
、
彼
女
は
夫
張
鉱
に
連
れ
ら
れ
、
江
蘇
省
江
寧

県
の
摂

山
、
杭
州

の
西
湖
、
及
び
そ
の
附
近
の
龍
井
、
六
和
塔
、
六

一
泉
、
霊
隠
寺
な
ど
の
名
所
を
巡
り
歩
き
、
多
く
の
紀
行
詩
を
作

り
、
風
景
に
陶
酔
し
、
物
見
遊
山
の
楽
し
み
を
尽
く
し
て
い
た
。
以
下
は
、
彼
女
の
こ
の
四
十
歳
代

の
作
品
を
中
心

に
し
て
、
そ
の
紀

行
詩
の
特
徴
を
探

っ
て
み
た
い
。
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四

ま
ず
、
『
詩
鈔
』
巻
四
の

「
將
遊
囁
山
晩
泊
金
山
寺
登
塔
」
詩
を
見
て
み
よ
う
。

1
夕
陽
欲
下
江
波
紫

2

一
樟
沿
江
湖
葭
葦

3
舟
人
笑
指
囁
山
遙

4
腿
尺
竈
峰
當
面
起

5
峰
根
江
底
括
半
天

6

一
枝
霊
塔
揺
秋
姻

7
絶
頂
孤
高
擬
飛
鳥

8
金
鈴
自
語
風
當
顛

9
手
捲
稚
子
忽
沖
畢

10
江
妃
解
瓢
漏
夷
鼓

Ⅱ
翔
翔
真
欲
到
扶
桑

12
指
鮎
猶
能
辮
呉
楚

13
眠
源
萬
里
下
金
陵

14
石
城
欝
麟
[寒
潮
平

15
紫
金
牛
首
総
培
壌

16
瀟
漫

一
抹
蒼
姻
横

17
下
方
鐘
魚
晩
相
促

18
高
吟
且
住
凌
雲
燭

夕
陽

下
ち
ん
と
欲
し
て

江
波

紫
な
り

一
樟

江
に
沿
う
て

葭
葦
を
湖
る

舟
人

笑

っ
て
指
さ
す

摂
山
の
遙
か

腿
尺
の
竈
峰

当
面
に
起

こ
る

峰
根

江
底
よ
り

半
天
に
挿
し

一
枝

の
霊
塔

秋
姻
に
揺
ら
ぐ

絶
頂

孤
高

に
し
て

飛
鳥
を
磯
げ

金
鈴

自
ら
語
る

風

当
に
顛
す
べ
し
と
り

手
に
稚
子
を
携
え
て

忽
ち
沖
挙
す
れ
ば

江
妃
は
猟
を
解
き

薦
夷
は
鼓
す

翔
翔
し
て

真
に
扶
桑
に
到
ら
ん
と
欲
す
る
も

指
点
す
れ
ば

猶
お
能
く
呉
楚
を
辮
ず

眠
源

万
里

金
陵

に
下
り

石
城

欝
麟
[と
し
て

寒
潮

平
ら
か
な
り

紫
金

牛
首

総

て
培
填

に
し
て

禰
漫
た
る

一
抹

の
蒼
姻

横
た
わ
る

下
方
よ
り

鐘
魚

(
か
ね
の
ね
)

晩
を
相
促
し

高
吟

且
ら
く
住
め
て

雲
を
凌
ぎ
て

濁

る

鮑
之
恵
の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩
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19
海
霞
入
訣
齪
瓢
紅

20
空
翠
磯
眉
輕
掃
緑

21
御
風
忽
復
下
蓬
莱

22
紺
殿
蘭
堂
次
第
開

23
臨
行
更
欲
恣
幽
討

24
青
締
績
解
孤
帆
催

25
舟
人
打
鼓
乗
潮
去

26
淡
月
横
江
渾
欲
曙

27
推
蓬
四
顧
但
漫
漫

28
塔
在
銀
濤
最
高
塵

海
霞

挟

に
入
り
て

乱
り
に
紅
を
瓢
わ
せ

空
翠

眉
を
擬
げ
て

軽
く
緑
を
掃
う

風
を
御
し
て

忽
ち
復
た

蓬
莱
に
下
れ
ば

紺
殿

蘭
堂

次
第
に
開
く

行
に
臨
ん
で

更
に
幽
討
を
恣
に
せ
ん
と
欲
し

青
糸

績
を
解
き
て

孤
帆

催
す

舟
人

鼓
を
打
ち
て

潮
に
乗

っ
て
去
り

淡
月

江

に
横
た
わ
り

渾

て
曙
け
ん
と
欲
す

蓬
を
推
し
て

四
顧
す
れ
ば

但
だ
漫
漫
と
し
て

塔
は
銀
涛

の
最
も
高
き
処
に
在
り

時
は
秋
。
冒
頭
四
句
は
船
上
よ
り
摂
山
を
認
め
た
と
き
の
様
子
を
述

べ
る
.
そ
し
て
第
五
句
以
降
彼
女
は
、
眼
前

に
展
開
さ
れ
る
風

景
を
描
写
し
て
ゆ
く
。
夕
映
え
の
中

に
そ
び
え
立

つ
寺
塔
、
山
峰
の
飛
鳥
、
塔
軒
に
揺
れ
る
鈴
の
音
と
そ
の
描
写
は
次
第
に
微
細
な
も

の
に
及

ん
で
い
る
。
第
三
段
、
九
句
目
以
降
は
雲
霞
に
乗

っ
て
瓢
然
と
し
て
天
に
昇
る
よ
う
な
快
感
を
表
現

し
て
い
る
。
な
か
で
も

「
江
妃
解
現
濤
夷
鼓
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
神
女

「
江
妃
」
と
水
の
神

「
漏
夷
」

の
伝
説
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
胱
惚
幽
遠

た
る
境

地
を
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
段
、
十
三
句
目
以
降
の
十
二
句
は
、
天
界
か
ら
の
鳥
瞼
に
よ

っ
て
、

長
江
の
ほ
と
り
の

山
と
空

の
変
化
多
端
な
さ
ま
を
捉
え
て
い
る
。
最
後

に
第

二
十
五
句
、
舟
を
こ
ぐ
人
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
旅
の
陶
酔
が
覚
め
る
と
、

広
々
と
し
た
水
面
に
夜
は
明
け
、
金
山
寺

の
仏
塔
が
す
ぐ
目
の
前
に
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
を

一
読
す
れ
ば
、
日
常
生
活
か
ら
の
解
放
感
に
浸
り

つ
つ
、
旅
行
中
に
接
し
た
山
水
そ
の
も
の
を
積
極
的
に
楽
し
も
う
と
す

る
彼
女

の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
全
篇
の
描
写
は
、
現
実
の
実
景
か
ら
空
想

の
世
界
に
移

っ
た
あ
と
、
再
び
現
実
の
実
景
を

も

っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
変
化
は
、
彼
女
自
身
の
感
情
的
起
伏

の
反
映
だ
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

「舟
人
笑
指
撮
山

遙
」
と

い
う
句
に
注
目
し
て
み
る
と
、
舟
人
に
と

っ
て
は
、
摂
山
は
た
し
か
に
遙
か
に
遠

い
に
せ
よ
、
彼
女
に
と

っ
て
は
、
そ
こ
は
こ

れ
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
旅
の
目
的
地
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
さ
り
げ
な
い

一
句
か
ら
も
、
彼
女

の
期
待
と
冒
険

心
と
を
窺
う
こ
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と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
川

の
波
の

「
紫
」、
葦
の

「
白
」、
海
の
霞

の

「紅
」
、
空

の

「緑
」
と

い
っ
た
鮮
明
な
配
色
も
、
彼

女

の
精

神
の
高
揚
を
表
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
明
る
い
色
彩
に
よ

っ
て
、
自
然
の
生
命
力
に
濫
れ
た
江
南
地
方
が

描
き
出

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
彼
女
の
紀
行
詩
は
単
な
る
自
然
の
景
物

の
再
現
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
者

の
生
き
生

き
と
し

た
心
の
動
き
の
表
象
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
詩
は
明
る
く
伸
び
や
か
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
女

の
紀
行

詩
の
第

一
に
指
摘

で
き
る
特
徴
は
、
こ
の
自
由
放
逸
と
言

つ
て
よ
い
ほ
ど
の
明
る
さ
で
あ
る
。
こ
の
自
由
奔
放
な
才
能
と
豊
か
な
想
像

力
こ
そ
が
、
読
者

に
快
感
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
る
べ
き
特
徴
は
、
自
然
の
響
き
と
動
き
に
富
み
、
時
に
は
巧
み
な
離
琢
が
施
さ
れ
た
詩
句
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『
寺二一一口

』
巻
五

「
水
樂
洞
」
詩
に
お

い
て
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

太
古
無
宮
商

千
秋
無
賞
音

幼
讃
披
仙
詩

今
秋
事
幽
討

蒼
巖
肖
巨
獣

策
杖
傭
飴
餌

更
玲
虚
實
音

冷
冷
悦
塵
耳

聞
泉
似
聞
樂

此
淵
終
不
澗

即
欲
窮
斯
堅

不
潭
座
笙
硝

獅
獅
勢
尤
卓

雲
激
暗
中
作

金
石
相
交
錯

不
毘
日
西
落

太
古

宮
商
無
き
も

泉
を
聞
け
ば
楽
を
聞
く
に
似
た
り

千
秋

賞
音
無
き
も

此
の
渕

終

に
澗
れ
ず

幼
き
よ
り
披
仙
の
詩
を
読
み

即
ち
斯
の
墾
を
窮
め
ん
と
欲
す

今
秋

幽
討
を
事
と
し

径
の
螢
・碗
た
る
を
揮
ら
ず

蒼
巌
は
巨
獣
に
肖
て

獅
猜
と
し
て
勢

い
尤
も
卓
れ
た
り

杖
を
策
き
て

飴
研
に
傭
け
ば

雲
激

暗
中
に
作
る

更
に
虚
皆
〔の
音
を
玲
け
ば

金
石

相
交
錯
す

冷
冷
と
し
て
塵
耳
を
悦
ば
し
め

日
の
西
に
落

つ
る
を
覚
え
ず

こ
の
詩
に
は
、
好
奇
心
を
抑
え
き
れ
ず
に
、
杖
を

つ
い
て
深

い
谷
を
見
下
ろ
し
、
楽
し
げ
に
水
の
音
に
耳
を
傾
け
山
水
に
陶
酔
す
る

彼
女
の
姿
が
鮮
明
に
描
き
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
は
、
先
に
指
摘
し
た
、
彼
女
の
詩
が
送
る
よ
う
な
生
気
に
濫
れ
て
い
る
と
い
う
特

微
と
同

じ
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
詩

に
は
ま
た
、
軽
や
か
で
響
き

の
よ
い
言
葉
を
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
然
の
な
か
を
流
れ
て
い
る

清
洌
な
音
を
想
像
さ
せ
、
読
後
に
搦
搦
た
る
余
韻
を
残
し
て
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
の
動
き
と
響
き
と
を
表
現
し
た
巧
み
な
詩
句

は
、
以
下
に
挙
げ
る
詩
の
中
に
も
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
O

○
沙
渚
模
糊
辮

齋
鐘
断
績
撞

齪
泉
通
衆
墾

随
虜
聴
涼
涼

鮑
之
恵
の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩

「81「
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沙
渚

模
糊
と
し
て
辮
じ
が
た
く

斎
鐘

断
続
し
て
撞
く

乱
泉

衆
堅
に
通
じ

随
処
に
涼
湶
た
る
を
聴
く

(『
詩
鈔
』
巻

四

「住
徳
雲
精
舎
、
紀
興
四
首
」
其

二
)

○
俄
聞
隆
隆
振
坤
軸
…
…
灘
姻
迷
離
越
峰
失

烈
震
震
蕩
呉
山
揺

俄

か
に
聞
く

隆
隆
と
し
て
坤
軸
を
振

い

…
…
湿
姻
迷
離
に
し
て

越
峰
を
失
い
、
烈
震
震
蕩
し
て

呉
山
揺

ら
ぐ

(『
詩
鈔
』
巻

五

「
銭
塘
観
潮
」
)

以
上
に
掲
げ
た
詩
句
は
、
実
は
慎
重
な
推
敲
を
重
ね
た
上
で
緻
密
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
そ
う
言
え
る

の
か
。
彼
女
は
か

つ
て

「欲
鳥
西
施
真
貌
出
、
含
毫
幾
度
坐
更
閲

(西
施
の
真
貌
を
写
し
出
さ
ん
と
欲
し
、
毫
を
含

み
幾
度
か
更
閲
に

坐
す

)」
(『
詩
鈔
』
巻
五

「
湖
縷
即
事

二
首
」
其

一
)
と
詠
じ

て
い
る
。
西
施
と
は
杭
州
西
湖
の
謂
で
あ
る
。
含
毫

は
筆
を
な
め
る
の

意

で
あ
り
、
転
じ
て
文
章
に
思
い
を
こ
ら
す
さ
ま
。

こ
の
詩
句
か
ら
、
彼
女
が
自
然
の
本
当
の
あ
り
さ
ま
を
で
き
る
限
り
描
き
出
す
た

め
に
、
作
詩
に
努
力
を
傾
注
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
注
目
し
た
い
の
は
、
紀
行
詩

に
表
わ
れ

て
い
る
彼
女
の
人
生
観
で
あ
る
。
仕
途
の
挫
折
を
味
わ

っ
た
こ
と

の
な
い
鮑
之
恵

に

と

っ
て
、
山
水
と
は
、
多
く
の
男
性
詩
人
に
と

つ
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
、
精
神
的
な
傷
み
や
生
活

の
苦
難

へ
の
慰

撫
を
与
え
て
く
れ

る
場
所

で
は
な
か

っ
た
。

で
は
、
い

つ
た
い
彼
女
に
と

っ
て
旅
で
接
し
た
自
然
や
、
そ
れ
を
記
録
し
た
詩
作
は
、
ど

の
よ
う
な
意
味
が

あ

っ
た
の
か
。
『
清
娯
閣
詩
鈔

』
巻
五

「
楷
胴
齋
遊
天
平
山
」
詩

で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

嵯
乎
人
生
樂
事
不
易
求

光
陰
百
歳
如
奔
流

修
名
未
立
身
已
老

…
…

他
日
能
完
僧
隠
心

埋
骨
妓
山
願
鷹
足

嵯
乎

人
生

楽
事
は
求
め
易
か
ら
ず

光
陰
百
歳

奔
流
の
如
し

修
名
未
だ
立
た
ず
し
て

身
已
に
老
ゆ

…
…

他
日

能
く
借
隠
の
心
を
完
う
し

骨
を
戴
の
山
に
埋
め
れ
ば

願
い
応
に
足
る
べ
し

ま
ず
彼
女
は

「
人
生
樂
事
不
易
求
」
と
嘆

い
た
後
に
、
女
流
詩
人
と
し
て
の
立
身
出
世
の
願
望
を
徹
底
的

に
諦
め
よ
う
と
し
て
い
る

ら
し

い
。
こ
の
よ
う
な
心
の
叫
び
は
、
も

っ
と
自
由
に
個
人
の
生
を
謳
歌
し
よ
う
と
す
る
彼
女
の
意
志
の
あ
ら
わ
れ

と
考
え
て
も
い
い

だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
彼
女
に
と

っ
て
自
然
は
た
だ
観
賞
し
楽
し
む
対
象
で
あ
る
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
中

で
、
自
己
の

本
心

に
忠
実
に
、
か

つ
夫
と
共
に
生
活
し
よ
う
と
す
る
場
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
こ
の
よ
う
な
生
き
方

に
は
実

は
価
値
が
あ
る
の

だ
と
歌

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
快
楽

の
追
求
と
自
由
人
と
し
て
の
柔
軟
な

モ
ラ
ル
の
探
求
と
を
詠
じ
た
詩
は
、
明
ら

か
に
明
末
以
来
の
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特

に
江
南
に
顕
著
な
自
由
な
時
代
精
神
を
承
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

更

に

『寺一言口

』
巻
四

「話
山
亭
示
児
子
漂
」
詩
に
お
い
て
、
彼
女
は
話
山
亭
か
ら
鳥
鰍
し
た
優
れ
た
風
景
を
描
写

し
た
後
に
、

呼
見
事
幽
討

一
覧
開
塵
容
…
…
窮
達
非
所
知

但
求
明
徳
崇

試
看
古
傳
人

何
分
士
與
農

児

を
呼
び
て

幽
討
を
事
と
せ
し
む

一
覧
す
れ
ば
塵
容
を
開
く
…
…
窮
達
は
知
る
所
に
非
ず

但
だ
明
徳
の
崇

き
を
求
む
る
の

み

試
み
に
看
よ

古
の
伝
人
、
何
ぞ
士
と
農
を
分
た
ん
や

と
言

っ
て
い
る
。

彼
女
は
こ
こ
で
、
悠

々
自
適
た
る
農
夫

(隠
遁
者
)
の
奥
ゆ
か
し
い
美
徳
は
、
仕
進
を
醒
齪
と
求
め
る
文
人
を
凌
駕
す
る
も
の
だ
と

子
供

に
訓
え
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
媛
小
な
人
間
社
会
の
観
念
や
価
値
を
超
越
し
、
す
べ
て
に
つ
い
て
委
順
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
、

最
も
価
値
あ
る
生
き
方
だ
と
彼
女
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
委
順
の
思
想
か
ら
見
れ
ば
、
彼
女
は
山
水
紀
行
詩
を
書
く

こ
と
に
よ

っ
て
、
人
間
社
会

で
の
生
き
方
や
、
奥
妙
な
自
然
界
と
の
融
合
を
志
向
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
物
見
遊
山
に
明
け
暮
れ
て
い
る
う
ち
に
委
順
と
い
う
す
ば
ら
し
い
思
想
を
発
見
し
た
鮑
之
意

で
あ

つ
た
が
、

そ
れ

で
は
、
彼
女
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
態
度
で
、
自
然
の
風
景
に
親
し
ん
で
い
た
の
か
。

じ

め
じ
め
と
し
て
寒
い
垂
雲
洞
に
、
彼
女
は
杖
を

つ
い
て

一
歩

一
歩
分
け
入

っ
た
り

(『
詩
鈔
』
巻
三

「
垂
雲
洞
」
詩
云

「
我
掘
竹

杖
鞠
躬
入
、
雲
脚
四
垂
寒
欲
凍
」
)、
華
陽
洞
か
ら
出
た
時
に
は

「
長
囎
出
壺
天
、
松
林
日
亭
午

(長
囎
し
て
壷
天
を
出
つ
れ
ば
、
松
林

日
は
午
に
亭
す
)」
と
歓
呼
し
た
ほ
ど
、
風
景
に
没
頭
し
て
い
た
。
ま
た
夕
暮
に
天
平
山
に
登

っ
た
時
に
は

「
更
踏
懸
崖
覚
遺
跡
、

清
馨
聲
聲

日
將
夕

(更
に
懸
崖
を
踏
み
て
遺
跡
を
覚
め
、
清
馨

声
声

日

将

に
夕
な
ら
ん
と
す
)」
と
詠
じ
、
撮
山

の
最
高
峰
に

登

っ
た
時
に
は

「鯨
梯
伶
傳
囁
未
半
、
十
歩
九
折
行
途
難

(購
梯

伶
愕
と
し
て

囁
む
こ
と
未
だ
半
ば
な
ら
ざ
る
に
、
十
歩

九
折

行

く
こ
と
途

い
よ
銀
し
)」
と
語

っ
て
い
る
。

以
上

か
ら
、
鮑
之
蕙

の
自
然
を
賞
す
る
姿
勢
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
O
ど
ん
な
に
険
し

鮑
之
恵
の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩
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い
道
、

い
か
な
る
危
険
な
断
崖
絶
壁
で
あ

つ
て
も
、
か
ま
わ
ず
に
進
ん
で
行
く
と
い
う
彼
女
の
行
動
は
、
教
養
あ
る
婦
女
と
し
て
は
、

殆
ど
常

軌
を
逸
し
た
も
の
に
近

い
。
筆
者
は
彼
女
以
前

の
全
て
の
女
流
詩
人
の
詩
集
を
読
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
調
べ
た

限
り
で
は
、
鮑
之
恵
以
前
に
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
生
々
と

「
遊
」
に
没
頭
し
て
い
る
女
性
の
姿
を
描
い
た
紀
行
詩
は
、
恐
ら
く
無
か

っ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
作
品

の
背
後
に
は
、
清
代

の
知
的
女
性
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
冒
険
心

の
高
ま
り
と
が
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
旺
盛
な
活
動
性
か
ら
見
れ
ば
、
彼
女

の
旅
行
は
、
現
在
で
い
う
レ
ジ
ャ
ー
、
余
暇
活
動
な
ど
と
似
た
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、

本
質
的

に
は
ま

っ
た
く
異
な

っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
女
の
そ
れ
は
、
た
だ
単
に
時
間
と
金
銭

の
余
裕
が
あ

る
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
か
と
い

っ
て
健
康
の
た
め
に
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、

一
言
で
言
え
ば
、
彼
女
の
旅

の
目
的
は
自
己

の

心
の
満
足
を
求
め
る
こ
と
に
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
遊
興
復
栩
栩

(遊
興

復
た
栩
栩
た
り
)」
(『
詩
鈔
』
巻

四

「幽
居
」
詩
)
と
自

ら
言
う

よ
う
に
、
彼
女
の
異
様
な
ま
で
の
山
水

へ
の
執
着
は
、
自
ら
の
心
の

「
興
」
を
抑
え
き
れ
な
い
衝
動

に
由
来

し
て
い
た
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
彼
女
の
紀
行
詩

に
対
し
て
、
同
時
代
の
清
朝
乾
嘉
期

の
文
人
は
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
李

錫
恭

(字
は
協
嚢
、
号
は
衡
瞠
。
)
は

『
詩
妙
』
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

凡
集
中
流
連
光
景
、
愚
眺
山
水
諸
作
、
無

一
語
渉
香
奮
膣
、
無

一
字
染
脂
粉
氣
、
平
和
渾
雅
、
化
離
銭
之
跡
、
而

一
蹄
自
然
O

凡

そ
集
中
の
光
景
に
流
連
し
、
山
水
に
懸
眺
す
る
諸
作
は
、

一
語
と
し
て
香
奮
体

に
渉
る
無
く
、

一
字
と
し
て
脂
粉
の
気

に
染
ま

る
無
く
、
平
和
渾
雅
に
し
て
、
離
鎮
の
跡
を
化
し
て
、

↓
に
自
然
に
帰
す
。

す

で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
紀
行
詩

に
お
い
て
鮑
之
恵
が
描
き
出
し
て
い
る
自
画
像
は
、
真
率
不
轟
、
冒
険
心
に
富

ん
で
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
由
放
逸
の
態
度
を
飾
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
表
現
し
た
作
品
は
、
お
の
ず
か
ら
香
奮
体

の
如
き

柔
弱
鄙
俗
な
気
風
に
染
ま
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。
思
う
に
、
鮑
之
蕙

は

一
人
の
閨
秀
詩
人
で
あ
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
詩

の
内
容
と
詞
藻
と
の
両
面
か
ら
、
従
来
長
く
濃
艶
柔
弱
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た

「
女
性
的
」
な
詩
風
を
脱
却
し
よ
う
と
し
た
に
違

い
な

い
。
そ

の
上
、
技
巧
を
凝
ら
し
、
雛
琢
を
加
え
、
ま
た

一
方

で
は
そ
の
離
鐘

の
痕
を
残
さ
な
い
よ
う
に
も
努
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、

や
が
て
彼
女

の
独
自
の
作
風
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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終
わ
り
に

以
上
、
鮑
之
恵

の
生
涯
と
そ
の
文
学
活
動
の
実
態
に
迫
り
な
が
ら
、
主
と
し
て
彼
女
の
紀
行
詩
の
特
徴
と
、
自
然

に
接
す
る
姿
勢

に

焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
き
た
。

彼
女
の
紀
行
詩

に
は
、
日
常
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
が
随
所
に
見
ら
れ
、
豊
か
な
自
然
の
響
き
に
充
ち
て
い
る
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
と
り
わ
け
、
彼
女

に
は
山
水
に
籍
り
て
政
治
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
純
粋
に
旅
行
に
耽
嗜
し
、
そ
の
悦

楽
に
浸
り
き

っ
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
山
水
は
、
徹
底
し
た
明
る
さ
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
心
底
か
ら
の
自
由
を
得
た
女
性

の
旅
を
記
し
た
文
学
が
、
な
ぜ
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
当
時
の
社
会
的

背
景
と
深
く
か
か
わ
り
が
あ
る
。

明
末
以
後
、
個
人
の
欲
望
に
も
と
つ
く
自
由
な
生
き
方
を
求
め
る
思
想
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
文
人
士
大
夫
の
間

に
は
、

仕
進

に
汲

々
と
す
る
こ
と
な
く
、
心
ゆ
く
ま
で
享
楽
的
生
活
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が

一
挙

に
広
が
り
を
見
せ
た
。
特
に
江
南
地

方
で
は
、
経
済
発
達
に
よ
る
生
活
上
の
ゆ
と
り
と
い
う
要
因
も
加
わ

っ
て
、
物
見
遊
山
、
芝
居
、
書
画
骨
董
の
楽
し
み
に
耽
る
文
人
た

ち
が
続
出
し
た
こ
と
は
、

こ
こ
で
改
め
て
述

べ
る
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
明
末
の
張
岱
、
祁
彪
佳
、
清
代
の
李
漁
、
衰
枚
ら
の
生
き

方
は
、

い
ず
れ
も
脱
権
力
を
志
向
し
、
ひ
た
す
ら
精
神
の
快
楽
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

本

文
で
取
り
上
げ
た
鮑
之
恵
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
的
風
潮
の
影
響
の
も
と
で
、
夫
の
張
鉱

に
連
れ
ら
れ
、
旅
の
体
験
を
得
る
こ
と

が

で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
よ
く
知
ら
れ
た
例
と
し
て
、
『
儒
林
外
史
』

の
作
者
呉
敬
梓

(
一
七
〇

一
～

一
七
五
四
)
は
、
妻

の
葉
氏
を
連
れ
て

「踏
青
」
(
ハ
イ
キ
ン
グ
)
に
出
か
け
て
い
る
。
ま
た
沈
復

(
一
七
六
二
～
?
)
の

『浮
生
六
記
』

に
は
、
愛
妻
陳

芸
と
と
も
に
旅
行
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
ら
の
旅
行
活
動
は
、
纏
足
が
必
ず
し
も
婦
女
の
行
動
上
の
障
害
に
な
る
と
は
限

ら
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
更
に
清
代
の
女
性
の
生
活
様
態
が
単
に
静
態
的
で
あ

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
意
外
に
行

動
的

な
も
の
で
も
あ

つ
た
こ
と
の
裏
付
け
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ

の
よ
う
に
、
旅
行
を
は
じ
め
、
著
名
な
詩
人
衰
枚
に
師
事
す
る
こ
と
、
詩
会
に
参
加
す
る
こ
と
、
詩
文
の
売
買

に
よ
り
自
活
す
る

鮑
之
意
の
生
涯
と
そ
の
紀
行
詩
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こ
と
な
ど
と
い
つ
た
様

々
な
清
代

の
知
的
女
性
の
実
像
は
、
彼
女
ら
が
い
ず
れ
も
自
己
の
内
部
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
社
会
に
向

か

つ
て
拡
張
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
意
識
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
。
清
代
に
お
け
る
才
媛
た
ち
の
社
会
進
出
は
、
前

代

に
比
べ
て
顕
著
に
、
ま
た
よ
り
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

従

来
、
例
、見
ば
陳
東
原
の

『
中
国
婦
女
生
活
史
』
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
我
椚
有
史
以
来
的
女
性
只
是
被
擢
残
的
女
性
、
我

椚
婦

女
生
活
的
歴
史
、
只
是

一
部
被
擢
残
的
女
性
底
歴
史

(我
が
国
の
有
史
以
来
の
女
性
は
、
た
だ
虐
げ
ら
れ
る
女
性
ば
か
り
で
あ

っ

た
。
我

が
国
の
婦
女
生
活
の
歴
史
は
、
た
だ
虐
げ
ら
れ
る
女
性
の
歴
史
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
)」
。
確
か
に
男
尊
女
卑
の
中
国
社
会
で
は
、

女
性

の
抑
圧
や
悲
惨
を
示
す
事
例
や
資
料
は
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
清
代

の
女
性
の
多
様
な
生
活
実
態
を
理
解
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

中
国

の
女
性
が
ひ
た
す
ら
抑
圧
さ
れ
、
常
に
受
動
的
の
み
で
あ

っ
た
と
い
う
被
害
妄
想
的
史
観
と
も
言
う
べ
き
も
の

へ
の
根
本
的
な
見

直
し
が
、
今
後
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と

い
う
の
は
、
鮑
之
恵
の
山
水
紀
行
詩
及
び
旅
そ
の
も
の
が
、
清
代
の
女
性
の
限
り
な
い
知
識
欲
と
文
筆
力
と
を
証
明
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
生
活
力
と
行
動
力
を
備
え
た
女
性
の
生
き
た
姿
を
如
実
に
伝
え
る
何
よ
り
の
証
左

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

注
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鮑

之
蘭

の

『
起
雲

閣
詩
鈔

』

巻

三

「
感

懐

五
首
」

其

四

の

「
載
謄

課
選

櫻
」

と

い
う
詩
句

の
下

に

「
先
徴

君
藏

書
櫻

名
」

と

い
う

注
が

あ

る
。

明
末

以
後

、
女

性

に
対
す

る
詩
文

教
育

は
、

経
済

的

に
豊

か
な
江

南

の

エ
リ
ー

ト
家
庭

の
問

で
は
容

易

に
見

ら
れ

る
よ

う

に
な

っ
た
。

そ

の
た

め
、

女
性
詩
人

を
何
人

も
出

し
た
家
も
少

な
く

な
か

っ
た
。

例
え
ば
、

明
代

で
は

『
章

氏

六
才
女
詩
集
』

に
章

有
淑

・
有
湘

・
有
滑

・

有

閑

.
有

澄

.
有
泓

の
六
名

の
才
媛

の
詩

が
収

め
ら

れ

て
い
る

が
、
彼

女
ら

は
皆
章

簡

の
娘

で
あ

る
。

ま
た

『
隻
燕

遺
音
』

の
作
者

で
あ

る
張
引

元

.
張

引
慶
姉

妹
、

閨
秀

詩

人

の
沈

宜
修

、
及

び

そ

の
三
人

の
娘
、
葉

紋
紋

・
葉

小
鶯

・
葉

小
紋

な

ど
は
、

共

に
才
女

と

し

て
高

名

で
あ

る
。
清

代

で
は
、

衰

枚

の
妹
衰

機

・
衰

好

・
衰
業

が
詩

に
長
じ

て
お
り
、

『
衰

氏

三
妹
詩

稿

合
刻

』

が
あ

る
。

衰
枚

の
女

弟

子

の

一
人
孫

雲
鳳

は
、

妹

の
雲
鶴

・
雲

鷺

・
雲
鴻

・
雲
鵠

・
雲
鵬

と
と

も

に
閨
秀
詩

人

で
あ

っ
た
。

同
じ

く
衰

枚

の
女
弟

子

で
あ
る
陳

長

生

の



妹

は
弾

詞

『
再
生

縁
』

の
作

者
陳

端
生

で
あ

る
。
更

に
中
国
清

代

と

ほ
ぼ
同
時

期

の

日
本

の
江

戸
時

代

に
も
、

や

は
り
数

多

く

の
知

的

な

女

性
が

活
躍

し

て

い
る
。

そ

の
な
か

に
は
、

姉
妹

と
も

に
女
流

詩

人

や
画
家

と
な

っ
た

例
も

い
く

つ
か

見
ら
れ

る
。

門
玲

子
氏

著

の

『
江

戸

女
流

文

学

の
発
見

』

(
藤

原
出

版
社

一
九

九

八
年

)

二
三
九

頁

に
は

「
片

山
九
碗

二

七

七

七
～

一
八
三

六
)
、
・…

-
九
碗

の
姉

妹

は

い
ず

れ
も

文
学

を
好

ん
だ
」

と

あ

る
。

ま
た
池

田
明
子
氏

著

の

『
頼

山
陽

と
平

山

玉
艦
』

(
亜
紀
書

房

一
九

九

六
年

)

に

よ
れ
ば

、

平

山
玉
薔

(
一
七

八
七
～

?

)
と

そ

の
妹

玉
藻

(
一
七
九

一
～
?

)

は
と
も

に
画
家

で
あ

っ
た
。

『
詩
鈔
』

巻
頭

の
李

錫
恭

の
序

文

に

よ
る
。

『
詩
鈔
』

巻

頭

の
鮑

之

鍾

の
序

文

に

「
及
笄
、

適
同

邑
張
胴

齋
司

馬
、

胴
齋

性
個
償

、

工
詩
、

喜
遊

覧
。
」

と

あ
る
。

『
随

園
詩

話
補

遺

』

巻

八

の

六
十

五

に

「
夫

婦

能
詩

、
古

今

佳
話

、

近
今

如

張

飼
齋

與

鮑
苗

香

、
尤

其

傑
出

者

也
。
」

と

あ
り
、

王
文

治

『
夢

櫻
詩

集
』
巻

十

八

「
胴
齋

圖
歌
為

張

栩
和
作
」

詩

の
注

に
は
、

「
栩
和

為
鮑

歩
江

女
婿
、

妻
亦

工
詩
。
」

と
あ

る
。

『
詩
鈔
』

巻
頭

の
趙
懐

玉

の
題
辞

に
よ
る
。

張

鉦

の

「
贈
随

園
太

史
」

詩

は
、
『
績

同
人

集
』
「
投
贈
類

」
所

収
。

『
詩
鈔
』

巻

二

「
祝
随

園

先
生

八

十
壽

同
胴

齋
聯

句
」

詩

に

「
壬
子

秋
蒙

賜

清
娯

閣
合

刻

詩
序

」

と

い
う
注

が

あ

る
。

な
お
、

こ

の
詩

は

『
随
園

八
十

壽

言
』

巻

六

に
も
収

め
ら
れ

て
い
る
が
、

辞
句

に
少

し
異
同

が
あ

る
.

『
随

園
詩

話
』

巻

二
の
四
十

九

・
五
十
、
巻

五
の
十
七
、

巻
九

の

四
、
巻

十

四
の

二
十

五

・
八
十

六
、

同

『
補

遺
』

巻

五

の
四
十
。

『
詩

鋤
』

巻

二
に

「
随

園
先

生

見
恵

翠
柏

、
黄

楊

二
盆
、

走
筆

奉

謝
」

詩

が
あ

る
.

ま

た
巻

三

「
和
随

園

先
生

越
遊

得

女
弟

子

五
人
喜

作

元
韻

」
詩

に
、
「
先
生

以
盆

柏
並

随
園

全
集

見

恵
」

と

い
う
注

が
あ

り
、

巻

三

「
随
園

先
生

朝
辭

」

詩

に

「
甲
寅

秋
先

生

以
古
柏

、
鮮

蕩

見
恵
」

と

い
う
注

が
あ

る
。

徐
媛

の

『
絡

緯
吟

』

は
、

現

在

日
本

の
国
立
国
会

図
書
館

に
所

蔵

さ
れ

て

い
る
。

『
西

洋
人

の
見
た

十

六
～

十

八
世
紀

の
中

国
女
性
』

(矢

沢
利

彦
氏
著

東

方
書

店

一
九

九
〇
年

二
十

六
頁

)。

金

山

は
今

の
江

蘇
省

鎮

江
市

に
あ

る
海
抜

六
十

メ
ー
ト

ル
の
半
島

で
、

焦

山
と

対
峙

し

て

い
る
。

有

名

な
金

山
寺

は
南
朝

の
時

に
こ

の
島

に
開

か
れ

た
。

『
蘇

軾
詩
集

』

巻
十

二

「
東
陽

水
樂

亭
」

詩
を

い
う
。

鮑

之
意

の
生

涯

と
そ

の
紀
行

詩
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中

国
文

学
論
集

第

二
十

九
号

『
清

娯
閣
詩
鈔

』

巻

三

「
華

陽
洞
」
。

『
清

娯
閣
詩
鈔

』

巻

五

「
楷

飼
齋
遊

天

平
山
」
。

『
清

娯
閣

詩
妙
』

巻

四

「
九

日
同

胴
齋

登
最

高
峰
」
。

こ
れ

以
外

の

「
興
」

と

い
う
語

を
含

む
詩

句

に

は
、
次

の
よ
う

な
も

の
が

あ
る
。

『
詩
妙
』

巻

五

「
西

湖

四
首
」

其

一
に

「
遊

人

不
飲

興

先
酎
」
。

同
巻

「
雨

中
同

胴
齋

涯

湖
聯

句
」

詩

の

「
細

雨
斜

風

興

不
孤
」
。

同
巻

「
曉

晴

買
舟

看
霜

葉
」

詩

の

「
維
舟

乗
興

過

南
屏
」
。

同

巻

「
遊
華

山
」

詩

に

「
偏

覧
仙

縦
興

尚
能

」

と
。

『
中

國
婦
女

生
活

史
』

(
陳
東

原
著

台

湾
商

務
印
書

館

一
九

三
七
年

十

九
頁

)
。
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